























【結果】発行年ごとの文献数であるが、2005年 1件、2007年 1件、2009年 1件、2010年 3件、2011
年 1件、2013年 1件、2014年 5件、2015年 1件、2017年 4件であった。対象とする主体については、
保険者・行政が 2009年 1件、2013年 1件、2014年 2件、ソーシャルワーカーが 2010年 2件、保健
師が 2014年 1件、2017年 1件、介護福祉士が 2017年 1件、理学療法士が 2017年 1件であった。論
文種別としては、解説・総説・実践紹介がほとんどであり、原著論文は 1件のみであった。内容は様々
であったが、古くは、SCと健康や介護予防との関連、健康政策の中での位置付け、といった解説的な
内容の文献が多かったが、徐々に対象が明確となり、グループ活動への参加割合と介護認定率との関連、
地域診断ツールの紹介、A県 B区での取り組み紹介、ノルディックウォークの実施とその効果検証、介
護予防教具・評価尺度開発、C町プロジェクトの紹介など、特定の地区での具体的取り組みや地域特性
を生かした活動の紹介が増加していた。SCについての言及については、古くは、先行研究の知見の紹
介が主だったものであったが、取り組みの多様化に伴い、SC理論を活かした健康実践の拡がりが見ら
れた。 
【考察・結論】発行年ごとの文献数は、特に 2014年以降文献数が増加していた。対象とする主につい
ては、行政・保険者から近年は、ソーシャルワーカー、保健師、介護福祉士、理学療法士と拡がりを見
せている。2017年文献にリハビリテーション専門職が挙がったのは、地域リハビリテーション活動支
援事業の影響によるものと考える。今後さらに各地区・多職種の実践が増加することが予想される。 
【発表の状況・予定】聖隷社会福祉研究へ投稿予定である。 
